
動
き
出
す
か
北
陸
観
光応

援
割
や
Ｄ
Ｃ
始
ま
る

「
持
続
可
能
な
旅
」の
普
及
へ

日
本
旅
行
と

日
産
発
起
人
に

推
進
委
員
会
が
発
足

阿
蘇
・
伊
勢
志
摩
で
ツ
ア
ー
第
１
弾

観光庁予算

概
算
要
求
は

億
円

地
方
誘
客
、人
手
不
足
対
策
な
ど

中
学
校
教
育
旅
行
特
集

全
国
　
校
に
配
布
第２部



免
税
は
払
い
戻
し
方
式
へ

観
光
庁
税
制
改
正
で
詳
細
示
す

２面

南海トラフ情報「補償難しい」

３面

東武トップ、墨田区と災害協定

７面

旅館・ホテル事業に参入

８面

「はなあかり」の運転計画発表

９面

関西で初の職業体験事業

中
村
徹
氏
が
死
去
運
輸
事
務
次
官

日
観
協
会
長
な
ど
歴
任

■■

（１） 第３２３５号昭和年８月日第３種郵便物認可 ２０２４年（令和６年）９月２日（月曜日） （毎週月曜日発行）

　
日
本
旅
行
と
日
産
自
動
車
を
発
起
人
に
、
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
）
な
旅
」
の
普
及
を
目
指
す
企
業
・
団

体
の
組
織
「
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
　
Ｊ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
Ｙ
（
グ
リ
ー
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
）
推
進
委
員
会
」
が
８
月

日
に
発
足
し

た
。
取
り
組
み
の
第
１
弾
と
し
て
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ

）
の
排
出
量
を
抑
え
、
地
域
の
課
題
解
決
に
も
つ
な
が

る
ツ
ア
ー
「
グ
リ
ー
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
を
熊
本
県
阿
蘇
、
三
重
県
伊
勢
志
摩
の
２
方
面
で
設
定
。
今
後
、
２
０
３
０

年
ま
で
に
全
国
２
０
０
エ
リ
ア
へ
の
旅
行
先
拡
大
と
、
延
べ
利
用
者
数
１
千
万
人
以
上
、

年
ま
で
に
ツ
ア
ー
に
お

け
る
Ｃ
Ｏ

排
出
の
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
。

「
グ
リ
ー
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」

を
ア
ピ
ー
ル
す
る（
右
か
ら
）

冨
永
さ
ん
、
日
本
旅
行
・
椎

葉
氏
、
日
産
自
動
車
常
務
執

行
役
員
・
神
田
昌
明
氏

　
観
光
庁
は
２
０
２
５
年
度

税
制
改
正
要
望
に
、
訪
日
外

国
人
旅
行
者
向
け
の
消
費
税

免
税
制
度
の
見
直
し
を
盛
り

込
ん
だ
。
国
内
で
の
転
売
な

ど
の
不
正
防
止
に
向
け
て
、

出
国
時
に
免
税
分
を
払
い
戻

す
方
式
に
変
更
す
る
。

年

度
税
制
改
正
で
制
度
の
詳
細

を
示
す
。
新
制
度
の
具
体
的

な
開
始
時
期
は
未
定
。

　
現
在
、
免
税
店
は
消
費
税

が
免
税
さ
れ
た
価
格
で
商
品

を
販
売
し
て
い
る
が
、
制
度

改
正
後
は
、
販
売
時
に
消
費

税
相
当
額
を
預
か
る
。
外
国

人
旅
行
者
に
は
、
出
国
時
に

税
関
で
商
品
の
持
ち
出
し
が

確
認
さ
れ
た
場
合
に
消
費
税

相
当
額
を
返
金
す
る
。

　
免
税
店
に
お
け
る
免
税
対

象
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
負

担
の
解
消
、
税
務
リ
ス
ク
か

ら
の
解
放
に
も
つ
な
げ
る
。

　
免
税
制
度
の
見
直
し
に
伴

い
、
消
耗
品
の
特
殊
包
装
の

廃
止
、
消
耗
品
の
上
限
額
撤

廃
な
ど
も
要
望
し
て
い
る
。

　東武トップツアーズと東京都
墨田区が災害時における協定を
締結。大規模災害時、住民や他
の自治体からの派遣職員の移送
手段、宿泊施設を確保する。

　学校給食の調理業務受託事業
を展開する東洋食品グループが
旅館・ホテル事業に参入。静岡
県河津町の老舗旅館「今井荘」
をリニューアル開業した。

　ＪＲ西日本は、今秋開催され
る北陸デスティネーションキャ
ンペーンに合わせて運行する観
光列車「はなあかり」の運転計
画を発表。敦賀から城崎温泉ま
で約５時間かけて結ぶ。

　観光庁の秡川直也長官は、南
海トラフ地震臨時情報の発表に
伴う旅館・ホテルの宿泊キャン
セルなどの損失に関して、「直
ちに補償することは現時点では
難しい」との考えを示した。

　エイチ・ツー・オーリテイリ
ングとＪＴＢが大阪府高槻市で
子供向け職業・経済体験プログ
ラムを実施。関西で初の実施で、
の仕事体験に延べ人が参
加した。

小谷野社長

　
観
光
庁
が
２
０
２
５
年
度

予
算
の
概
算
要
求
額
を
公
表

し
た
。
要
求
額
は
６
２
０
億

円
。
こ
の
う
ち
一
般
財
源
は


年
度
当
初
予
算
比
１
・
５

倍
の
１
５
０
億
円
、
国
際
観

光
旅
客
税（
以
下
、旅
客
税
）

財
源
は
同
１
・
２
倍
の
４
７

０
億
円
を
要
求
し
た
。
持
続

可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
、

地
方
を
中
心
と
し
た
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
誘
客
、
国
内
交
流
の

拡
大
に
向
け
た
施
策
に
充
て

る
。

　
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ

く
り
で
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
未
然
防
止
・
抑
制

な
ど
を
支
援
す
る
「
地
域
に

お
け
る
受
入
環
境
整
備
促
進

事
業
」
に

億
円
、
宿
泊
業

の
人
手
不
足
対
策
を
総
合
的

に
実
施
す
る
「
観
光
地
・
観

光
産
業
に
お
け
る
人
材
不
足

対
策
事
業
」
に
３
億
円
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
派
遣
な
ど

を
通
じ
て
宿
泊
業
の
運
営
改

善
を
促
す
新
規
事
業
「
観
光

産
業
再
生
促
進
事
業
」
に
３

億
円
な
ど
。

　
地
方
を
中
心
と
し
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
誘
客
で
は
、
「
戦

略
的
な
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
実
施
」
に

億
円
。
大

阪
・
関
西
万
博
を
契
機
に
全

国
各
地
へ
の
誘
客
を
拡
大
す

る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
日
本

政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）

を
通
じ
て
実
施
す
る
。
こ
の

他
に
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
中
心
と
し

た
地
域
一
体
の
取
り
組
み
に

補
助
金
を
交
付
す
る
「
地
方

部
で
の
滞
在
促
進
の
た
め
の

地
域
周
遊
観
光
促
進
事
業
」

に
６
億
円
な
ど
。

　
国
内
交
流
の
拡
大
で
は
、

「
第
２
の
ふ
る
さ
と
づ
く

り
」
な
ど
を
推
進
す
る
「
新

た
な
交
流
市
場
・
観
光
資
源

の
創
出
事
業
」
に
７
億
円
、

宿
泊
施
設
の
施
設
改
修
な
ど

を
支
援
す
る
「
観
光
地
・
観

光
産
業
に
お
け
る
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
創
出
事

業
」
に
５
億
円
な
ど
。

　
旅
客
税
財
源
の
具
体
的
な

使
途
は
未
定
で
、
予
算
編
成

の
過
程
で
決
定
す
る
。
観
光

庁
の
事
業
以
外
に
、
出
入
国

管
理
、
国
立
公
園
、
文
化
財

の
活
用
な
ど
、
他
の
省
庁
が

実
施
す
る
観
光
関
連
事
業
に

も
充
当
さ
れ
る
。

　
一
般
財
源
、
旅
客
税
財
源

の
他
に
、
復
興
枠
と
し
て
東

日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計

で
要
求
す
る
観
光
予
算
に
８

億
円
。
福
島
県
の
観
光
復
興

と
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海

洋
放
出
に
伴
う
風
評
対
策
に

充
て
る
。

　
カ
ツ
カ
レ
ー
に

コ
ロ
ッ
ケ
カ
レ

ー
、
生
卵
入
り
カ

レ
ー
が
好
き
と
い

う
人
も
い
る
。
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
は
専

門
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、食
堂
、

喫
茶
店
、
そ
ば
屋
ま
で
さ
ま

ざ
ま
店
で
食
べ
ら
れ
る
。
も

ち
ろ
ん
家
庭
で
も
定
番
メ
ニ

ュ
ー
。
安
価
で
手
軽
で
お
い

し
い
こ
と
か
ら
、
国
民
食
と

も
言
わ
れ
る
。
そ
の
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
の
調
理
費
用
が
高
騰

し
て
い
る
▼
帝
国
デ
ー
タ
バ

ン
ク
の
調
査
で
は
、
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
１
食
当
た
り
の
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト
を
示
す
「
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
物
価
」
が
今
年
６

月
に
３
２
９
円
と
な
り
、
過

去

年
で
最
高
値
を
記
録
し

た
。
前
年
同
月
に
比
べ
て


円
、

％
も
値
上
が
り
し
て

い
る
。
コ
メ
や
野
菜
、
肉
の

価
格
上
昇
が
要
因
で
、
当
面

の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
物
価
は
高

値
が
予
想
さ
れ
る
▼
物
価
高

の
影
響
は
観
光
分
野
に
も
及

ん
で
い
る
。
需
要
側
の
統
計

で
あ
る
観
光
庁
の
調
査
で

は
、
今
年
４
～
６
月
期
の
国

内
宿
泊
旅
行
１
人
１
回
当
た

り
の
旅
行
支
出
が
６
万
８
２

０
２
円
。
２
０
１
９
年
の
同

期
に
比
べ
て
平
均
泊
数
は
減

少
し
て
い
る
の
に
、
旅
行
支

出
は

・
３
％
も
上
昇
し
た
。

要
因
の
一
つ
に
物
価
高
が
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
▼
供

給
側
に
視
点
を
変
え
れ
ば
、

旅
館
・
ホ
テ
ル
は
、
原
材
料

費
、
光
熱
費
な
ど
の
高
騰
を

宿
泊
料
金
に
転
嫁
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
に
あ
る
。
人
材

不
足
な
ど
を
背
景
に
賃
金
ア

ッ
プ
の
圧
力
が
高
ま
る
中
、

施
設
、
サ
ー
ビ
ス
の
高
付
加

価
値
化
も
急
務
と
な
っ
て
い

る
。
安
価
で
手
軽
で
お
い
し

い
、
を
維
持
す
る
こ
と
は
難

し
い
経
済
環
境
に
な
っ
て
い

る
。
　
　
　
　
【
Ｓ
・
Ｍ
】

　
一
般
財
団
法
人
地
域
伝
統

芸
能
活
用
セ
ン
タ
ー
の
中
村

徹
（
な
か
む
ら
・
と
お
る
）

会
長
は
、
病
気
療
養
中
の
と

こ
ろ
、８
月

日
死
去
し
た
。


歳
だ
っ
た
。
通
夜
は
同


日
午
後
６
時
か
ら
、
葬
儀
は

同

日
午
前

時
か
ら
東
京

都
品
川
区
の
桐
ケ
谷
斎
場
で

執
り
行
わ
れ
た
。
喪
主
は
長

男
の
聡
志
氏
。

　
東
大
法
卒
、
１
９
５
８
年

運
輸
省
（
現
国
土
交
通
省
）

入
省
。
運
輸
政
策
局
長
、
運

輸
事
務
次
官
な
ど
歴
任
し
、

新
東
京
国
際
空
港
公
団
総
裁

や
日
本
観
光
協
会
（
現
日
本

観
光
振
興
協
会
）
会
長
な
ど

要
職
を
務
め
た
。

　
日
本
の
観
光
の
礎
と
な
る

「
観
光
基
本
法
」
の
制
定

（
１
９
６
３
年
６
月
）
に
尽

力
し
た
功
績
は
高
く
評
価
さ

れ
る
。

　
弊
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

は
「
法
規
担
当
係
長
だ
っ
た

私
に
白
羽
の
矢
が
た
っ
た
。


代
後
半
で
、
張
り
切
っ
て

書
い
た
も
の
だ
。
基
本
法
に

は
法
律
と
し
て
は
珍
し
く
前

文
が
付
い
て
お
り
、
四
苦
八

苦
し
た
覚
え
が
あ
る
」
と
笑

顔
で
振
り
返
っ
て
い
た
（


年
９
月

日
付
）
。

　
地
域
伝
統
芸
能
活
用
セ
ン

タ
ー
は
氏
が
事
務
次
官
の
時

に
作
っ
た
と
い
う
。
観
光
の

巨
星
が
ま
た
一
つ
墜
ち
た
。

　
世
界
の
Ｃ
Ｏ

排
出
の
う

ち
、
旅
行
・
観
光
で
の
排
出

が
１
割
以
上
を
占
め
る
と
い

わ
れ
、
そ
の
大
部
分
が
移
動

で
の
排
出
と
さ
れ
る
。
か
ね

て
環
境
問
題
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
日
本
旅
行
と

日
産
が
、
こ
れ
ら
の
課
題
に

向
き
合
う
と
と
も
に
、
地
域

の
関
係
人
口
を
増
や
す
こ
と

で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
経
済

・
文
化
も
持
続
可
能
と
な
る

よ
う
、
移
動
に
関
わ
る
企
業

な
ど
に
呼
び
掛
け
、
計

社

・
団
体
で
組
織
を
設
立
し

た
。

　
参
画
す
る
の
は
発
起
人
２

社
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ

７
社
（
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
、
Ｊ
Ｒ
東
海
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
、
Ｊ
Ｒ
四
国
、
Ｊ
Ｒ

九
州
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
）
、
地
球

の
歩
き
方
、
お
て
つ
た
び
、

Ｔ
Ｂ
Ｗ
Ａ
　
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｈ
Ｏ

Ｄ
Ｏ
、
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
　
ｈ
ａ

ｃ
ｋ
ｓ
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
環
境
省
、

東
北
大
学
が
連
携
す
る
。

　
事
業
の
第
１
弾
と
し
て
、

熊
本
・
阿
蘇
と
三
重
・
伊
勢

志
摩
の
２
方
面
で
ツ
ア
ー
を

設
定
し
た
。
旅
先
で
の
移
動

は
Ｃ
Ｏ

を
排
出
し
な
い
Ｅ

Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
の
レ
ン

タ
カ
ー
を
利
用
。
地
元
の
食

材
を
使
っ
た
料
理
や
環
境
に

優
し
い
ア
メ
ニ
テ
ィ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
工
夫
の
あ
る
宿
に
宿

泊
す
る
。

　
訪
問
地
を
「
第
２
の
ふ
る

さ
と
」
と
意
識
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
用
意
。
伊
勢
志
摩
で
の
カ

キ
の
養
殖
体
験
で
は
、
現
地

の
人
と
共
同
作
業
を
行
う
と

と
も
に
、
旅
行
の
後
に
カ
キ

の
成
長
の
様
子
を
現
地
か
ら

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
伝
え
て
も
ら
う

な
ど
、
現
地
の
人
た
ち
と
の

交
流
が
長
く
続
く
よ
う
に
す

る
。

　
昼
食
は
各
地
の
レ
ス
ト
ラ

ン
と
連
携
し
、
そ
の
土
地
の

食
材
を
生
か
し
た
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
料
理
を
提
供
。
阿
蘇

で
は
そ
の
育
成
が
草
原
の
保

持
に
つ
な
が
る
と
い
う
あ
か

牛
の
丼
、
伊
勢
志
摩
で
は
今

ま
で
市
場
に
出
回
ら
ず
廃
棄

さ
れ
て
い
た
「
低
利
用
魚
」

を
使
っ
た
丼
を
用
意
す
る
。

　
８
月

日
、
東
京
都
内
で

グ
リ
ー
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
に
関

す
る
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。

日
本
旅
行
の
小
谷
野
悦
光
社

長
は
「
昨
今
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
ツ
ア

ー
が
増
加
し
て
い
る
が
、
ま

だ
国
内
で
は
一
般
化
し
て
い

な
い
。
人
口
減
少
や
コ
ロ
ナ

禍
で
難
し
く
な
っ
た
地
域
の

文
化
・
産
業
の
維
持
な
ど
解

決
す
べ
き
課
題
も
あ
る
。
環

境
に
配
慮
す
る
だ
け
で
な

く
、
地
域
へ
の
貢
献
も
含
め

て
わ
れ
わ
れ
旅
行
業
界
が
何

か
で
き
な
い
か
と
、
考
え
て

い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
」
と
委

員
会
発
足
の
経
緯
を
説
明
し

た
。

　
同
社
事
業
共
創
推
進
本
部

の
椎
葉
隆
介
チ
ー
フ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
ツ
ア
ー
の
内
容
を

説
明
。
ゲ
ス
ト
で
登
場
し
た

モ
デ
ル
の
冨
永
愛
さ
ん
は

「
苦
し
ん
だ
り
我
慢
を
し
た

り
せ
ず
に
、
楽
し
み
な
が
ら

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
に
貢
献
す
る

素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
。
自

分
も
体
験
し
た
い
」
と
述
べ

た
。
　
　
　
　
【
森
田
淳
】


月
ス
タ
ー
ト
す
る
北
陸

Ｄ
Ｃ
。
震
災
か
ら
の
復
旧

復
興
を
加
速
さ
せ
た
い

（
昨
年

月
に
福
井
市
で

開
か
れ
た
全
国
販
促
会

議
）

　
能
登
半
島
地
震
か
ら
９
月

１
日
で
８
カ
月
。
こ
れ
か
ら

秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

る
が
、
被
害
の
大
き
か
っ
た

地
域
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
で
は

営
業
再
開
も
ま
ま
な
ら
な
い

状
況
で
、
「
観
光
で
能
登
を

訪
れ
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
」

と
躊
躇

ち
ゅ
う
ち
ょ

す
る
人
も
少
な
く

な
い
よ
う
だ
。

　
そ
ん
な
中
、
石
川
県
は
落

ち
込
ん
だ
旅
行
需
要
を
喚
起

す
る
た
め
、
１
日
か
ら
北
陸

応
援
割
「
い
し
か
わ
応
援
旅

行
割
」
を
再
開
す
る
。
具
体

的
に
は
、
県
内
の
宿
泊
施
設

を
利
用
す
る
人
に
１
泊
あ
た

り
２
万
円
を
上
限
に
、
ツ
ア

ー
費
用
や
宿
泊
代
金
の
半
額

を
補
助
す
る
。
期
間
は

月


日
ま
で
。
８
月

日
か
ら

予
約
受
け
付
け
を
始
め
て
い

る
。

　
個
人
で
直
接
予
約
で
き
る

の
は
２
次
避
難
者
を
受
け
入

れ
た
実
績
が
あ
り
、
「
７
月

末
時
点
に
お
け
る
配
分
予
算

に
残
余
が
あ
る
施
設
に
限

る
」
と
し
て
お
り
、
そ
の
数

は
１
３
０
軒
ほ
ど
と
な
る
。

　
応
援
割
は
３
月

日
～
７

月

日
ま
で
実
施
さ
れ
、
延

べ

万
人
が
利
用
し
た
と
い

う
。
今
回
の
応
援
割
も
予
算

が
な
く
な
り
次
第
終
了
と
な

る
が
、
ま
さ
し
く
応
援
す
る

意
味
で
利
用
し
て
ほ
し
い
。

　
国
も
能
登
を
対
象
に
し
た

「
復
興
応
援
割
」
の
実
施
意

向
を
示
し
て
い
る
が
、
具
体

的
な
話
は
聞
こ
え
て
こ
な

い
。

　
同
県
は
ま
た
、
旅
行
会
社

と
協
力
し
て
、
９
月
か
ら
被

災
地
の
観
光
施
設
を
巡
っ
て

も
ら
う「
復
興
応
援
ツ
ア
ー
」

を
実
施
す
る
。
旅
行
会
社
も

商
品
を
造
成
し
、
例
え
ば
阪

急
交
通
社
は
「
今
、
行
け
る

能
登
」
復
興
応
援
ツ
ア
ー
を

発
売
。
奥
能
登
最
先
端
の

「
聖
域
の
岬
」
と
呼
ば
れ
る

珠
洲
岬
を
巡
り
、
妙
成
寺
の

特
別
拝
観
も
楽
し
め
る
ツ
ア

ー
だ
。
代
金
の
一
部
は
義
援

金
と
し
て
県
に
寄
付
す
る
。

　
そ
し
て

月
１
日
か
ら

は
、
北
陸
３
県
を
対
象
に
し

た
関
係
自
治
体
と
Ｊ
Ｒ
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
大
型
観
光
企
画

「
北
陸
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
Ｄ
Ｃ
）」

が
始
ま
る
。
北
陸
で
の
実
施

は
北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
た

２
０
１
５
年
以
来
で
、
２
回

目
と
な
る
。
月

日
ま
で
。

　
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
ｅ
ｓ
ｅ
　
Ｂ

ｅ
ａ
ｕ
ｔ
ｙ
　
Ｈ
ｏ
ｋ
ｕ
ｒ

ｉ
ｋ
ｕ
～
日
本
の
美
は
、
北

陸
に
あ
り
。
～
」
。
美
観
・

美
食
・
美
技
・
美
湯
・
美
心

を
テ
ー
マ
に
、
北
陸
を
堪
能

で
き
る
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
、
集
客
に
努
め
る
。

　
目
玉
の
一
つ
が
新
た
な
観

光
列
車
「
は
な
あ
か
り
」
の

デ
ビ
ュ
ー
。
Ｄ
Ｃ
に
合
わ
せ

て
、

月
５
日
～

月

日

の
土
日
、
敦
賀
を
起
点
に
若

狭
エ
リ
ア
や
天
橋
立
を
経
由

し
て
、
城
崎
温
泉
ま
で
を
５

時
間
ほ
ど
か
け
て
運
行
す

る
。

　
こ
の
ほ
か
、
城
端
・
氷
見

線
の
観
光
列
車
「
べ
る
も
ん

た
」や
、あ
い
の
風
と
や
ま
鉄

道
の
観
光
列
車
「
一
万
三
千

尺
物
語
」
が
３
県
を
巡
る
特

別
コ
ー
ス
で
運
行
さ
れ
る
。

　
Ｄ
Ｃ
の
効
果
は
地
震
の
影

響
が
大
き
か
っ
た
地
域
と
そ

う
で
な
い
地
域
と
で
差
も
出

て
き
そ
う
だ
が
、
復
旧
復
興

の
後
押
し
と
な
る
こ
と
を
願

っ
て
や
ま
な
い
。

　
　
　
　
　
【
内
井
高
弘
】


